
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

12．成果と課題 

 

 

 


	TextField1: ☆相手意識をもち､積極的にコミュニケーションする生徒の育成
	TextField2: 山口県下関市立長府中学校
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	TextField2: 第3学年
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	TextField2: (1)例示された新聞広告の表現の工夫点を見つけさせ､それらがどのようにして読者の行動意欲を喚起しようとしているのかをまとめる｡(2時間　本時)(2)自分で見つけてきた新聞広告の分析と批評をまとめる｡(2時間)(3)｢聞き手の行動意欲を喚起するプレゼンテーション｣の授業｡(8時間)(本時の留意点)･機会があれば、広告に隠喩表現があることも考えさせる。･画像､キャッチコピー､発表のタイミング､レイアウトなどの広告要素を整理することで､まとめやすくする｡･発展的学習として､新聞のテレビ欄やテレビCMを読み取るような活動を準備する。
	TextField2: 　何となく感じていたことを､曖昧なままにしてはいけないことに気付いた｡｢何となく｣にも必ず理由があることをこれからも意識していきたい｡新聞広告が最先端のデザイン力を集めたものであることを理解した｡
	TextField2: 　新聞広告を活用したことで､身近な広告にも読者の行動意欲を喚起しようとする意図があることに気づかせることができた｡その結果､学習意欲を高めることができ､発展的なNIEノート学習に繋げさせることができた｡また､｢行動意欲を喚起するプレゼンテーション｣の授業と単元を同一にすることで､コミュニケーション全般に関する理解を深めさせることができた｡今後は､自分で広告を作るなど､情報発信の取組につなげていきたい｡
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